
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県長岡市のサポートセンター摂田家を視察。特養とデイサービスの他、 

バーカウンターや子どもスペースがある共有空間には地域の人たちが集う。 

 秋 

 

 

９
月
５
日
か
ら
３０
日
ま
で
市
議
会
第
三
回
定
例
会
が
開
か
れ
、
平
成
２２
年
度
決
算
等
の

審
査
が
さ
れ
ま
し
た
（
一
般
会
計
歳
入
は
６
１
８
億
１
８
０
４
万
円
、
歳
出
は
５
９
１
億
３

３
９
６
万
円
）。 

内
山
さ
と
こ
は
、
決
算
特
別
委
員
と
し
て
審
査
に
あ
た
り
、
認
定
に
賛
成
し
ま
し
た
。
ま

た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
続
け
る
中
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
で
の
支
え
合
い

の
し
く
み
や
ケ
ア
付
き
住
宅
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
一
般
質
問
し
ま
し
た
。 

「今
の
住
ま
い
に
住
み
続
け
た
い
」
８５
％ 

市
が
、
今
年
初
め
に
行
っ
た
「
独
居
高
齢
者

実
態
調
査
」
で
は
、
住
み
慣
れ
た
家
で
暮
ら
し

続
け
た
い
と
い
う
高
齢
者
は
８５
％
を
超
え
、
公

共
性
が
高
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
居
を
必
要

と
す
る
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
住

ま
い
や
生
活
基
盤
を
失
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
い
う
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。「
住
み
続
け
た
い
」
家
と
は
、
困
っ

た
時
に
支
え
合
う
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
中
に
こ
そ
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
６
４
８
２
世
帯 

 
 

 
 

 

武
蔵
野
市
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
単
身
世
帯
が

半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の
う
ち

高
齢
者
の
単
身
世
帯
は
６
４
８
２
世
帯
で
す
。

調
査
か
ら
一
人
暮
ら
し
率
が
高
い
の
は
、
市
中

央
部
の
緑
町
の

13.8

％
、
次
い
で
西
久
保
の

10.4
％
、
最
も
低
い
の
は
東
町
の
5.97
％
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
緑
町
・
西
久
保
な
ど
の
中
央
圏
に

は
24
時
間
体
制
で
夜
間
休
日
、
緊
急
時
の
対
応

を
す
る
福
祉
拠
点
が
あ
り
ま
せ
ん
。
夜
間
休
日

の
対
応
は
、
吉
祥
寺
南
町
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
「
ゆ
と
り
え
」
に
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。 

市
の
掲
げ
て
き
た
「
小
地
域
完
結
型
」
の
方

針
に
基
づ
き
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ご
と

に
24
時
間
体
制
の
拠
点
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
き
め
細
や
か
な
ケ
ア

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
多
い
緑
町
・
西
久
保
を
担
当
す
る
高

齢
者
総
合
セ
ン
タ
ー
と
、
近
隣
の
民
間
介
護
老

人
保
健
施
設
等
と
の
連
携
に
よ
る
、
24
時
間
対

応
の
訪
問
機
能
の
整
備
を
提
案
し
ま
し
た
。 

福
祉
の
人
材
育
成
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を 

高
齢
者
に
限
ら
ず
、
社
会
か
ら
の
疎
外
感･

孤

立
感
と
い
う
不
安
、
仕
事
と
育
児
や
介
護
の
両

立
と
い
う
重
圧
、
育
児
・
介
護
の
虐
待
問
題
な

ど
、
福
祉
課
題
は
複
合
化
・
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。 

地
域
の
社
会
資
源
や
人
材
の
連
携
に
よ
る
、
き
め
細

や
か
な
課
題
解
決
の
し
く
み
が
必
要
で
あ
り
、
行
政

に
は
、
福
祉
の
人
材
育
成
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど

の
責
任
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

高
齢
に
な
っ
て
も
障
が
い
を
持
っ
て
も
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
そ
の
人
の
意
思
を
尊
重
し
て
暮

ら
し
続
け
る
「
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
理

念
の
も
と
、
現
在
、
市
の
健
康
福
祉
総
合
計
画
の

策
定
が
進
ん
で
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
が
始
ま

っ
て
ち
ょ
う
ど
10
年
、
来
年
度
は
２
度
目
の
制
度

改
正
と
な
り
ま
す
。
日
常
生
活
を
過
ご
す
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
24
時
間
安
心
の
ケ
ア
体
制
を
充

実
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
で
す
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東日本大震災で、照明と天井部分が崩落し改修中だった     本会議場の工事が終わり、今定例会から使用を再開しました。 

     「内山さとこのびのび日記」もご覧ください http://uchiyama-satoko.cocolog-nifty.com/blog                                                                                                                                     

～平成 22 年度決算特別委員会 PICK UP～  

歳入の 6割を市税収入が占めることが武蔵野市の財政構造の特徴ですが、近年その徴収率と歳入に占める

割合が低下しています。今後、コンビニエンスストア利用など、納税しやすい環境整備を図る予定です。 

都市基盤・公共施設の再整備費 20 年間で約 1600 億円 

Ｑ 平成 22 年度末で基金残高は 30 億円以上になるが、今後の都市基盤の再整備にかかる費用について、起

債の必要性、補助金の活用を含めて具体的な財政計画を示すべき。 

Ａ 20 年間で約 1600 億円という財政見通しである。第五期長期計画で、今後 5 年間の財政計画を示す。 

補助金のあり方を必要性・公平性・有効性・効率性の視点で見直すべき 

Ｑ 第三次行財政改革を推進するための方針とアクションプランに基づき、4 か年にわたり事務事業補助金

を見直している。予算段階で、51 事業 3 億 6158 万円の節減を見込んでいたにもかかわらず、前年度より

総額 2 億 4118 万円増加している理由は。 

Ａ 新たな防災拠点整備に 1 億 5 千万円の補助金を支出したことの影響が大きい。 

ポリオワクチン接種の必要性について正しい情報を 

Ｑ ポリオワクチン接種率が著しく低下しているが、乳幼児期の接種の重要性について改めて周知すべき。 

Ａ より副作用の少ない不活化ワクチンの開発を待つ保護者の判断と思われるが、国の導入は早くても2012

年度末以降であり、周知していく。 

安心・安全の学校給食の継承と食育の展開を 

Ｑ 平成 22 年度は給食・食育振興事業団への学校給食の全面委託化がされたが、評価と課題は。 

Ａ 評議員会・理事会に食の専門家が入り、栄養士は引き続き市の職員として指導している。これまでの給

食の技術的蓄積の継承が今後の課題である。 

 

おしゃべり広場にいらっしゃ～い！ 

と き 11 月８日（火）10 時～12 時半 

ところ 緑町パークタウン B7 号棟集会室 

   （市役所・市民公園の西隣 UR 団地内） 

ハンディをもつ子どもの保護者同士の情報交換や、日

頃の子育ての悩みや疑問を話そう！と、3 年前に始まっ

た「しゃべり場」も 12 回目になりました。 

入退場自由＆参加費なし、お子さん連れでお気軽に。 

主催 ボランティア「つくしんぼの会」 

助言者 高橋幸三郎さん(東京家政学院大学教授) 

お問い合わせ 長島 祥子 0422-51-6262  

               内山さとこ 080-3758-1057 

武蔵野市長期計画条例が継続審議に 

今年 8 月、地方自治推進の観点から市町村の

基本構想について、地方自治法での義務付けが

廃止されました。このため、長期計画の位置づ

けや基本理念等の議決について条例で定めると

いうものです。しかし、言葉の定義・解釈と、

条例文に市民や議員の提案を拘束する恐れもあ

り、慎重審議をする必要があるとして、継続審

議となりました。 

現在策定中の第五期長期計画の議決にも影響

があり、課題を整理し議論が進められています。 

次回総務委員会 11月 17日（木）10：00～ 


